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私たちの生活に必要な公共施設、行政サー
ビスは今後も継続し、次世代に残していかな
ければなりません。将来を見据えて、公共施
設の今後のあり方について、市民の皆さんと
一緒に考えていきたいと思います。 管財課

（緯354－8288 胃359－0275）

問い合わせ先

本市では、高度成長期以降に大量に建設された公共施
設が老朽化によって一斉に更新時期を迎えることか
ら、維持更新費用の増加に伴う財源の捻出が課題とな
っています。
これらの問題に取り組むため、「四日市市公共施設等総
合管理計画」を策定しました。計画の内容をシリーズ
でお伝えします。

次回は、７月上旬号で、市の
公共施設（建築物系施設）の状
況についてお伝えします。

市民の皆さんが利用するために作られた施
設のことです。
公共施設には、学校や文化会館、市営住宅

などの「建築物系施設」、道路、上下水道な
どの「都市基盤（インフラ）施設」があります。

公共施設の適切な維持管理や長寿命化など
に関する基本的な方針を定めた「四日市市公
共施設等総合管理計画」を作りました。
この計画に基づき、公共施設の長寿命化や

転用、集約化などを計画的に行うことにより、
財政負担を軽減、平準化するとともに、継続
的な行政サービスを可能とするまちづくりを
進めます。

1 「公共施設」って
なんなの？ 3 どうすればいいの？

人口減少や少子高齢社会の到来により、今
後は市の収入が減り、支出が増える見込みで
す。このような中、老朽化した公共施設の維
持管理や建て替えに多額の費用が必要となり
ます。
施設への費用が掛かると、市民の皆さんの

生活に必要な行政サービスへお金が使えなく
なることも考えられます。

将来の人口や、少子高齢化などの社会情勢
の変化などを踏まえて検討していきます。こ
のときは幅広く皆さんの意見をお聞きして進
めていきます。

2 何が問題なの？

4 転用、集約化などは
どう決めるの？

第１回「公共施設の大量更新問題って何？」


